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こども誰でも通園制度の実施園の認可について 

 

１ こども誰でも通園制度と認可に当たっての意見聴取について 

 

 こども誰でも通園制度は、０歳～２歳の約６割を占める保育所等に通ってない「未就園

児」を対象とし、保育要件の有無を問わず月一定時間の範囲で保育所等を利用できる新た

な制度です。 

国の主導のもと、本市では試行的事業を令和６年６月から市内４か所の保育所等で実施

し、令和８年度からの本格実施に向けて準備を進めています。 

 法改正により、私立の事業所において通園制度を実施する場合、令和７年度からは市町

村の認可が必要となり、その認可に当たっては児童福祉審議会等への意見聴取が必要とさ

れています。長野市では、本分科会が審議会等に相当するため、ご意見をお聴きするもの

です。 

 

２ 試行的事業（令和６年６月３日開始）の実施状況 

 

■利用できるお子さん 

 ○保育所等を利用していない、０歳６カ月 ～ 満３歳未満の子ども 

■利用時間 

 ○子ども１人につき、月 10時間（１時間単位で利用可能） 

■利用料 

 ○１時間 ３００円（世帯状況により減免制度あり） ※なかじょう保育園は１００円 

 ○別途、給食費等の実費あり             （R6.11.1～適用） 

■実施施設【４園】 

 ○（私立）認定こども園若穂幼稚園、フレンドこども園 

 ○（公立）山王保育園、認定こども園なかじょう保育園 

■利用実績（令和６年 12月 31 日現在 ／ 登録者１６７人）
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３ 認可の基準 

 

 認可を行うための基準は、国の定める基準に従い市が条例で定めます。（３月市議会定

例会で条例案を提出予定。） 

国は、市町村による条例の制定が間に合わない場合を想定し、法改正の経過措置におい

て国の基準を条例とみなして認可を行うことを可能としました。本市で現在実施している

私立２園については、事業が円滑に継続実施できるよう、条例の制定前に国基準で認可を

行います。 

 

 認可基準の主な事項 

項目 内容 

非常災害対策 毎月１回以上、避難・消火訓練の実施 

安全計画の策定等 安全計画を策定し、訓練・研修の実施 

平等取扱原則 差別的取扱いの禁止 

虐待等の防止 児童の心身に有害な影響を与える行為の禁止 

衛生管理等 感染症及び食中毒の予防、まん延防止 

食事 調理機能を有する設備 

規程 運営についての重要事項をあらかじめ定める 

秘密保持等 業務上知り得た秘密が漏洩しないよう必要な措置を講ずる 

苦情への対応 受付窓口の設置 

設備の基準 ・乳児室  1.65 ㎡以上／１人当たり 

・ほふく室 3.3 ㎡以上／１人当たり 

・保育室  1.98 ㎡以上／１人当たり 

・保育室等を２階以上に設置する場合の避難設備等 

 

職員 保育従事者（半数以上は保育士とする） 

・乳児（０歳）３人に１人以上 

・幼児（１歳～２歳）６人に１人以上 

 

 

 こども誰でも通園制度の運営基準（認可基準）は保育所等の運営基準を基に作成されて

いるため、既に認可されている保育所や認定こども園での実施であれば、基本的には基準

を満たしている状況となっています。 
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４ 認可予定施設の概要 

 

 

項    目 フレンドこども園 認定こども園 若穂幼稚園 

施 設 種 別 幼保連携型認定こども園 幼保連携型認定こども園 

乳児等通園支

援事業の区分 
一般型 一般型 

設 置 者 社会福祉法人フレンドこども園 学校法人和田学園 

設 置 場 所 長野市川中島町今井 1344 番地 4 長野市若穂綿内 8610-5 

建 物 の 構 造 鉄骨造 2階建て 木造 2階建て 

部 屋 の 種 類 

乳児室 １室（専用）38.50 ㎡ 

ほふく室 １室（兼用）36.69 ㎡ 

便所 （兼用） 

保育室 1室（兼用）36.69 ㎡ 

遊戯室（体育館）（兼用：２階） 

 

乳児室・ほふく室 １室（専用） 

 29 ㎡ 

保育室 １室（専用）16.2 ㎡  

便所 (兼用)  

洗面所 （兼用） 

利 用 定 員 
乳児 ３名 

幼児 ６名 

乳児 ３名 

幼児 ６名 

職員の種別と

人 数 

保育教諭 ４名（専任） 保育教諭 １名(専任) 

保育教諭 １名(兼任) 

食 事 の 提 供 有り 有り 

開 所 日 

と 

閉 所 日 

開所日：月～金曜日 

閉所日：土・日曜日、祝日、 

年末年始 

開所日：月～金曜日 

閉所日：土・日曜日、祝日、 

    年末年始、園行事日等 

当該事業での 

園バスの利用 
無し 無し 

利 用 料 金 

300 円/時間 

昼食 350 円（１食） 

300 円/時間 

昼食 380 円（１食） 

午後おやつのみ 50円 
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＜参考＞ 

５ 量の見込みと確保の内容（第三期長野市子ども・子育て支援事業計画）の記載内容 

 

〇1812 乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）スペーススペーススペーススペー 

保育・幼稚園課 

 

・すべての子どもの育ちを応援し、子どもの良質な成育環境を整備することを目的とし

て、月一定時間までの利用可能枠の中で、就労要件を問わずに利用できる「こども誰で

も通園制度」について、実施園の確保及び制度の周知を図ります。 

指  標 基準値（令和５年度） 目標値（令和 11 年度） 

実施園数 － 14 園 

利用者数 － 2,400 人 

 

 

〇（17） 乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）スペーススペーススペーススペ 

 

【量の見込みの考え方】 

 ０歳６ヵ月から３歳未満児の、保育所等に通っていない児童数を基に、月 10 時間まで

の利用を前提に年間の延べ利用時間数を算出しています。 

 

【確保方策の考え方】 

 令和７年度は本格実施前の試行的事業のため、確保の内容は限定的となっています。本

格実施は令和８年度からを予定しています。 

 児童を安全に預かることを重視し、保育所や認定こども園での実施を基本とし、空き部

屋などを活用し、量の見込みの確保を図ります。 

 事業実施に当たっては保育士の確保が課題であり、保育士確保の取り組みの充実が不可

欠と考えます。 

【単位：人（定員）／日】 

 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

市全域 

 量の見込み(a) 108 101 95 88 82 

確保の内容(b) 108 101 95 88 82 

過不足(b-a) 0 0 0 0 0 

 

 


